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9月メ1ス例会

福山駅北□集合

福山駅北□出発

福山東 IC着
玉島 iC着
遍照院・熊野神社着

遍照院・熊野神社発

藤戸寺着

藤戸寺発

総願寺跡宝塔 任確動着

総願寺跡宝塔 任子権恥発

下津丼城跡下着

下津丼城跡本丸着

昼食開始 国灘期間

下津丼城跡下山開始

下津丼城跡下発

宝島寺着

宝島寺発

連島公民館着

連島公民館発

厄神社本殿着

厄神社本殿発

箆取神社本殿着

箆取神社本殿発

連島公民館着

連島公民舘発

玉島 IC着
福山東 IC着
福山駅北□着

だれも知らないくらしき
《探 訪 ス ケ ジ  r_Jじ ≫

トイレあり

トイレあり

トイレあり (到着後、城域を見学)

トイレあり

トイレ休憩

トイレあり

トイレあり

トイレ休憩

≪ え菫 貫重 驀ド 珂頁 》
★団体行動です。くれくれも自分勝手な行動は慎んでくださしヽ。
★御朱印帳は到着後すぐに寺務所 (庫裏)に提出してください。
★下津丼城なとで革花を摘まないてください。
★ゴミ (弁当殻・空き缶など)はすべて持ち帰つてください。



「だれも知らないくらしき」資料
逃霊卵ヨ陽記 (倉敷市西阿知町464)
倉敷市西阿知町にある寺院で、正式名称は神遊山神宮寺遍照院という。も

と古義真言宗御室派 にざしんごんじゆうみむろ回の中本寺で、現在は別格本山である。
寺伝によると、花山天皇の勅願で、寛和元年 (985)智空上人の開基という。

延久元年 (1069)に は後三条天皇の勅願寺に列せられたというが、明らかで|よ

ない。本尊は十一面観音書薩。本堂は3間 5間、御影堂 0えご〕は方 3間、三

重塔は方3間、そのほか鎮守十三社権現、弁財天などがある。
三重塔は国指定重要文イヒ財で、寺伝では知海僧正が永事年間 (1429年～1441銅

に建立したとされていたが、文イヒ庁が昭和41年 (1966)か ら翌年にかけて修
理解体した際「応永二十三 (1416)年 丙申五月十三日 大願主 敬白 知海
次郎兵衛」の墨書が発見され、建立はさらに10数年遡 にかの田ることが明ら
かになつた。これによつて、同寺が天正年間 (1573年

″1592場 に倉敷市笹沖の足
高山から現在地に移つた、という地元の伝承も誤りであることがわかつた。
また、修理解体の際、礎石の下から出土した鎮撫具 崎んぷ0容器である備前焼
の壼も南北朝～室町初頭のものだつた。

『黄薇古簡集 偽うびこかんじゆ〕』によれば、戦国時代の永正 14年 (1517)6月 に

「 某元資禁制」が当院に出されているので、猿掛城主荘元資 しようもとす助から保

《遍照院遠景》
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護を受けていたことがわかる。桃山期には毛利氏が寺領を寄進し、末寺31
か寺を有する備中地方唯一の中本寺として栄えたという。

江戸期には岡山藩主池田氏の祈願寺となり、寺領 50石をもつた。当時、

寺中には鐘楼堂をはじめ金剛院・善明院・禅園院・普門院の4院があり、末

寺としては倉敷市の朝原山安養寺など24か寺が確かめられる (『備中誌』)。

また、「備中国古義真言宗本末帳」によれば、寛政3年 (1791)段階で、本寺

は仁和寺、寺中 10か寺、末寺30か寺だという。しかし、天正・寛文・享

保・寛政こ4度にわたる火災で本堂・祖師堂・客殿・宝蔵なとを焼失した。

さらに高梁川氾濫 偲んら‖の水害によつて寺運が衰え、江戸時代末期には末寺

23か寺に減つたという。

遍 照 院
一

重 塔

大正 14年 (1925}国 指定重要文化財。倉敷市西阿知町の遍照院にある中世

の仏塔。方 3間、本瓦葺。

形式こしては通常の三重塔で、基本の様式は

和様である。初層塔身の腰には勾欄 にうら紛のな

い縁をめくらし、柱は総円柱である。中央の柱

間には板唐戸 化礎からりを釣り入れ、左右脇の柱間

は連子窓 れんじまりである。斗棋(ときょう)は三手先いてき

き)で、中備はかぞなえ)は中央が双斗 儡わり、左右が間

斗東 けんとづ瀞。柱頭こ斗棋の尾極(おだるむに乗る三

ツ斗の先に本鼻 健ば樹を出し、先の双斗やこの本

鼻の形に室町時代初期の特徴がよく現れている

軒は二重繁極 修魔る●。なお、二層日、三層目の

軒裏も同様である。ただ二層以上では左右柱間

に中備 億オぞな対を省略し、中央柱間は二層目が双

斗、三層目は間斗束を入れている。また、三層

日、三層目の塔身の周囲には和様の勾欄をめぐ

らす。

《遍照院三重塔》

初層内部は拭板敷 仙〈tt〔じむの床に来迎柱、来迎壁を立て、その前に仏壇を

設けて、金剛界大日如来を安置する。天丼は内陣上が折上格天丼 備りあげごうてんじよ

〕、外陣が鏡天丼である。この塔は昭和41年 (1966)から翌年にかけて修理
解体が施され、その折りに三層目東側の軒桁 ゆきげ趙下の実肘木 に1ひじむに墨書
が発見され、「応永十三年丙申五月十三日 大願主 敬白 知海 次郎兵衛」
と判読された。材を丹 に)、 壁を白色、木□ に〈〕は黄土にそれぞれ塗り分け
られ、実に美麗である。
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【老参饗野 】 到置貝豪躍完ヨ日療現灌彗五五準象
昭和34年 (1950岡山県指定重要文イヒ財。

倉敷市西知町の遍照院にある古代末期の仏

像。檜材、一本造の素地。ただし、当初は

彩色かと思われる。頭に筒型宝冠をいただ

く平安時代としては普通の尊形 にんざようで、

像高90cm。 左腕、右手首、天衣にん翻の

一部、両足先、それに足下の荷葉座 りしようa
など、いずれも後補。全般に表現は素朴と

いえる。また一本造ではあるが、穏和にま

こまつており藤原時代中頃の佳品である。

月崚里予事事塗土 (倉敷市西阿知)

倉敷市西阿知にある元郷社。祭神は伊弊

自尊化だなぎのにり。天照大神。現瑣杵尊 ににぎのみ

こυなど12神。古くは「十三社権現」こ称さ

れていたが、明治2年 {1869)に 熊野神社こ
《遍照院聖観音立像》

改号した。創立年代は定かではないが、天保9年 (1838}に書かれた『吉田殿

由緒書』には後三条天皇 (在位1068年″1072鋤 の勅願の社となつている。天正年

間 {1573年～1592鋤 のころ火災で焼失したが、寛文9年 (1669)岡山藩主池田氏が

木材および玄米 15石を普請米として寄進、再建された。

【髪参長野 】 爵暇望野 獲雪■軍

紀伊熊野山に対する信仰。熊野は山岳重畳 佑ようじよ〕とした地域で、古代か

ら死亡した先祖の霊の集まる神聖な場所と考えられていた。このため平安中

期には修験者 (山伏)が好んで集まり、修行する場所ともなつた。平安末期

には「蟻の熊野詣 傷りのくまのもう0」 という言葉も生まれたほど、多くの参詣者が

あつた。

信仰の中心点は、家都御子神 けつみこのか紛の祀られる本宮、速玉大神 はやたまのおお

か間の祀られる新宮、結神 にすびのか酬の祀られる那智宮で、合わせて熊野三山と

称される。熊野信仰の発展にともない、岡山県内にも熊野神社が各地に勧請

されて広く祀られるようになつたのは、鎌倉時代ごろからと考えられる。

倉敷市大字林字郷内の熊野神社 (重文の本殿をもつ最も著名な神社、かつ

ては五瀧尊龍院と一体だつた)、 真庭郡落合町上河内の熊野神社などは古い

ものの一つであろう。熊野神 (熊野権現)の書属神けんぞくし用である若一王子に

やくいちおうじ、略して王子権現)も県内各地に祀られている。『備中誌』によると、

備中地域では、倉敷市酒津および羽島、都窪郡清音村古池および軽部、浅□

郡船穂町、新見市西方、岡山市下足守などにも勧請され祀られている。
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藤 戸 寺  (倉敷市藤戸町藤戸57)
倉敷市藤戸町にある真言宗高野山派の古刹。正式名称は補陀落山 饉だらくさ船

千住院藤戸寺という。本尊は千手観音。

『藤戸寺縁起』によると、文武天皇の慶雲2年 (70"藤戸の海に像が出現し、

堂山に奉安したところ霊験が現れたという。その後、天平年間 (729″ 749}弘法

Kほ〕のため児島の地に巡錫 椰ゆんじや0した行基は、堂山にこの手手観音を本尊

として藤戸寺を創建し、自ら開山になつたといわれる。やがて聖武天皇の勅

願寺となり、大同元年 (806)征夷大将軍坂上田村麻呂に命じて、この寺を造営

したと伝えられる。

元暦元年 {寿永3=1184)の藤戸の合戦後、佐々木盛綱が先陣の功により児

島の地を源頼朝から賜り、この寺の修復と源平合戦の戦没者、渡海案内の浦

の男の追福の大法会をして、寺の前の小島に供養塔を立てた。この島を経が

島という。この時以来、寺紋に近江源氏佐々本氏の紋所四ツロを用いる。

天文年間 (1532～ 1555)、 次いで天正 18年 (1590)兵火にあつて灰燿 いいじ励に

帰し荒廃したが、江戸時代に岡山藩主池田氏の保護を受けて再興、明治維新

を迎えて今日に至る。

なお、境内には岡山県指定文イじ財の石造五重塔がある。従来は嘉禄 {1225}

の造立といわれていたが、寛元元年 (1243}10月 18日の建立ということが

昭和47年 {1972)の調査で判明した。

《藤戸寺本堂》

‐ 5¨
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藤 F~寺 石 造 力 重 層 塔

昭和33年 {1950岡山県指定重要文イヒ財。倉敷市

藤戸町の藤戸寺にある中世の花闘岩製の石塔。総高

355cm。 相輪は後補。基礎は低平、塔身はむし

ろ縦長に造り、二重目以上の塔身はその下の笠石上

に刻み出す形式だが、笠石の軒□は厚めながら軒反

りはゆつくりとした真反りに近い落ち着きを見せる

なとかなり古様である。塔身の四方はそれぞれ縁を

取り、蓮華座に座す仏各 1体を薄肉彫にしているが、

いずれもすくれた作域を示している。塔身北面下部

の縁取りに、寛元元年 (124010月 18日の刻銘が

あつて造立年代がわかる。鎌倉前半期様式の石造層

塔として全国的にも数少なしヽ事例である。

【髪参饗野 】 康妻P~モ計畔戦

元暦元年{寿永3=1184)12月 7日、源平両軍  《藤戸寺石造五重層塔》

によつて現在の高坪山 (現山陽ハイツのあたり)・

日間山から粒江種松山北麓にかけて藤戸海峡をはさんで行われた合戦。

寿永 2年 (1183)水島合戦に勝つた平氏は、瀬戸内海の海上権を手中に収め、

屋島に本拠をおいて西国を制し、京都奪回を目指していた。平氏の大将左馬

頭行盛は兵船2千艘を率いて児島に進出し、種松山の東北麓に軍を構えた。

その意を察した源氏の大将三河守源範頼は2万の兵をもつて日間山一帯に布

陣した。両軍の距離は近いところで500m～ 600m、 遠いこころでも2

500m～ 2600mだ が、海峡の潮流が激しくて渡海は不可能。平氏は扇

を振り嘲笑、源氏側はなすすべもなく日が暮れる。源氏の武将佐々木盛綱は

弟高網が宇治川の戦いで先陣の功をあげているので弟に負けじと思案を重ね、

近在の浦の男に浅瀬を聞き瀬踏みして、日印に小竹を立てた。のち、ことの

露見を恐れた盛綱浦の男を刺殺。翌日盛綱は数騎を率しヽて浅瀬を波りつて先

陣の功を遂げ、平氏を屋島まで敗走させた。この藤戸合戦の功により盛綱は

源頼朝から感状を得、児島の地を賜つた。これは『平家物語』に詳しい。

史跡としては、藤戸寺・経ガ島 0先陣庵・浮洲島・笹無山 。一ツ松・鞍懸

の松・乗り出し岩・清滝・かがり地蔵 ◆ヨ1馬場 に初・浦男屋敷・かうげ崎・

正森山・一枚畑・佐々木谷などがあり、盛綱と浦の男を扱つた謡曲「藤戸J

は有名。大正13年 {1923)野 上弥生子が戯曲「藤戸」を、昭和44年 (1969)

に有吉佐和子が義太夫「藤戸の浦」を書いている。

【参 考 】
…

曲  
「

藤 戸 」

『平家物語』の「藤戸Jの段を典拠とした能の曲名。

‐
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佐々木二郎盛綱が藤戸の先陣の功で源頼朝から賜つた児島に着任し、人々

に訴訟のあるものは申し出るように告げた。するこ一人の老女が現れ、盛綱

を見て涙を流し、我が子を殺して海に沈めた恨みを述べる。盛綱は 1年前の

3月 15日夜、馬で渡る浅瀬を教えてくれた若い男を他言を恐れ殺した旨を

語るが、老女はわが子を帰せと盛綱に迫つた。そこで盛網が死んだ男を弔つ

てやると、漁師姿の男の亡霊が現れ、恨みをいい、海に沈められ流されてゆ

くさまを再現してみせ、やがて成仏してゆくという筋である。作者は世阿弥

元清といわれるているが未詳。

総 願 寺 跡 宝 塔  (倉敷市児島下側 )

昭和33年 (1958}岡山県指定文化財。倉敷市児島

下の町、王子権現の祠のそばに立つ中世の花嵩岩製

石塔。総高280cm。 ごく自然石の基礎上に四隅

に面を取つた不正形方柱状の塔身が立ち、首部の上

に軒の深い大型の屋蓋 怖く肌りがかかる。その軒は水

平に延びてほとんと反りがなく、軒□はやや斜めに

切つてある。降棟 Kだりむ鋤の流れも穏やかで、全体に

形式にこだわらぬ鷹揚 わうよ〕さがある。頂上の太い

相輪もとこか素朴である。

現東面には頭上に天蓋にんガtり をいただき、蓮華座

に座す定印の阿弥陀如来、南面には多宝如来、釈迦

二仏並座の相、西面は仏座像 (弥勒書薩 ?)、 北面は

不動明王立像をそれぞれ薄肉彫に陽刻する。ただ南

面と北面は火災の影響を受けて赤つぼく変色し、石

面の損傷も大きい。また、塔身四隅の切面には長い
《総願寺跡宝塔》

銘が刻まれていたというが、風イヒしていまその銘文をたとることはできない。

四方仏の組み合わせは珍しいが、ことに東面の阿弥陀如来座像の可憐、優美

な表現はきわめて精緻であり、わが国の石仏の中でも屈指の傑作である。

塔身四隅の切面はそれぞれ経の下文であるが、東南、東北両面の文章から

この塔が総願寺に建立され、一切衆生の現世安穏、後生善所を祈つて建仁 3

年 {1203)2月 10日 に建立されたことがわかる。この刻銘を拓本によつて検

出したのが倉敷市文イヒ財保護委員だつた多和和彦氏である。昭和 24年 {1949}

のここであつた。ちなみにこの塔は石造宝塔中、全国で 2番目に古く、様式

的にも鎌倉初期の基準作例としてきわめて重要である。全国的には「 王子権

現宝塔」の名で知られる。

総願寺は寛文年間 (1661年～1672年)の池田光政による寺院整理で廃絶した。元

は近くの鴻八幡宮の別当寺として栄えたという。石塔に不動明王が刻まれて

o7‐



いるのは熊野信仰の影響と考えられ、どうやら古くは熊野修験道の寺院であ
つたらしい。

【髪参宅 鋼  十 三計布奎理見獲雪 4f「

王子権現は熊野若―王子 Kまのにやくtもおう勁権現のことで、熊野信仰の流れをく

むものである。「新熊野 ltlまくまOl権現由来」によれば、「役行者の高弟義学の

徒、熊野本宮の御輿を奉じ備前児島に上陸し、霊地を求めて四十九カ所に神

輿をととめ祀る」こある。有名な王子ケ岳の王子権現や児島下の町の王子権

現はこれに関連するものこ思われる。祭神は事解之男命にと枷 制にυである。

王子権現祭祀は備前・備中・美作の一円に分布、広く信仰されている。そ

のうち総社市軽部には「おうじさま」と呼ばれる宮があり、乳神さまとして

布製の乳房を備える。また、真庭郡勝山町見尾では、旧暦 12月 14日、 1

5日に王子権現の社殿で若者がトギをして夜を明かす特異な習俗がある。

T舞 津芽キ裁歯足亦 (倉敷市下津丼城山)

下津丼城は下津丼港背後の城山山頂部にある連郭式の近世城郭遺跡で、東

西約560mに わたつて城郭施設が構築され、その遺構がよく残つている。

昭和43年 {1960岡山県の史跡に指定された。

城の来歴を示す明確な古文書はないが、宇喜多直家の子秀家が、天正年間 (1

573年～1591鋤 にすでに築かれた砦を慶長年間 (1592年″1595場 に軍事・海運の要

衝として大改築して出城としたと伝えられる。

関ケ原の戦い後、小早川氏の後を受けて池田氏の備前領有が始まると、慶

長8年 {1603)池田長政 (池田輝政の末弟)が 3万 2千石を得て下津丼城主と

なり、常山城の施設を移築して慶長 11年 (1606)に至つて近世城郭の形態を
、整えた。長政の死後、慶長14年 {1609)池田由之がこれに代わり、慶長 18
年 (1613)輝政没後、

‐
忠継が岡山城に入ると、荒尾成房とその子成利が寛永9

年 {1632)ま で父子2代にわたつて約 20年間下津丼城を預かる。その間、岡

山城主は忠継から忠雄に移り、寛永9年、国替えによつて光政が岡山城主と

なると、池田由成 (由之の子)が下津丼城に移り、3万 2千石を領して児島

郡―円を支配した。しかし、幕府の一国一城令によつて、寛永 16年 {1639)

下津丼城を廃して由成は天城に陣屋を造築し、以来、明治維新まで天城池田

氏は岡山藩家老としてここに留まる。天城の海禅寺・正福寺・遍照院には下

津丼城の遺構の一部が残されている。

城山の標高60m以上の尾根が城域となり、面積約13万 k m2。 本丸 0西

丸・二の丸の跡が半壊状態で石垣に囲まれて残つており、さらに東部の堀切

を隔てて東側の郭も残つている。下津丼城は土塀の囲む近世城郭の内容にあ

つたこ判断されるが、付属的な主要部には土塁もあり、戦国期の城郭構造の

一端をも残している。

‐ 8‐
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宝 島 寺  (ほ うこうじ、倉敷市連島矢柄5633)
倉敷市連島 りらじ討矢柄にある真言宗御室派の準別格本山。阿弥陀院。山号

は矢上山

"あ

ガリさ励。本尊は十一面観音。脇侍は不動明王・毘沙門天。

寺伝によれば、貞観元年 (359)に理源大師聖宝によつて開基された。古代・

中世には広大な寺域、多くの塔頭 使つちゆ〕をもつた。江戸時代に2度の火災に

遭い、規模が縮小した。近世には寺領 15石。3か院・末寺 10か寺を有し、

寛政 3年 (1791)「 備中国古義真言宗本末帳」によると、本寺は仁和寺、寺中

7か寺、末寺 10か寺であつた。

寛保元年 (1741)寂 厳が住職となつて中興した。寂厳は悉曇 (しつたん=梵語)

学者であり、書をよくした。明治 7年 (1874)こ ろ雲照が住職となり、困難な

時代を切り抜けたが、第 2次世界大戦後は阿弥陀院 1院のみになつた。

建物では室町時代の作である仁王門が岡山県下では屈指の古建築で、桁行

17尺 6寸 (5.3m)・ 梁間9尺 6寸 (2.9m)、 切妻造 0本瓦葺の平屋建

で、三間一戸の八脚門こ呼ばれる門である。幅8尺 (2.4m)の中央通路の

両側に金剛垣があり、仏法守護の金剛力士像が安置されている。

庭園は小堀遠州の手になるこ伝えられる枯山水である。仏頭 (県指定文化

財)・ 香紙切など150点の「古筆手鑑」などがある。5000点 有余の資

料については『宝島寺所蔵歴史資料目録』 (当寺刊)がる。旧暦3月 4日 (開

基の日)の観音会式 (通称「 花の四日」という)、 1日暦 8月 3日 の寂厳命日

は有名な行事で参詣者が絶えない。

《宝島寺本堂》

‐10‐



【髪身長野】 泰費厳  (じやくごん、元禄 15年～明和8年 [1702～ 1771])

江戸中期の学僧、能書家。字は諦乗にいじよう。寂厳は法名。『続日本高僧伝』

では富永氏としている。現在宝島寺に残されている資料から備中足守藩安富

家に生まれたとされているが、実は同族の村医者岩田家の出身だこの説が有

力である。宝永 7年 (1710)10歳で吉備津神社の社僧、普賢院の超染につい

て僧籍に入つた。このとき法名を寂厳、字 紡ざ0を諦常 (ていじよう、後に諦乗)と
した。

事保 2年 (1717)修学のため上洛、五智山で悉曇 (梵語=サンスクリツト語)

の講義を聴いたのがきつかけで、生涯を悉曇研究に捧げることになつた。享

保 5年 (1720)19歳の時、倉敷の寿量山円福寺の住職こなり、以後39歳ま

で21年間務める。このころ悉曇学を独習、一時、法余ほうDの法名を名乗る。

元文元年 (1736)には城洛中に悉曇の先学、曇寂 にんじや0からから本格的に悉曇

学を学び、大成した。寛保元年 (1741}備 中連島 (つれしま、現倉敷市)の宝島寺

の住職こなり、倉敷・岡山などで悉曇学を講義、明和4年 (1767)66歳の時、

宝島寺を高弟文飲価んしよ〕譲り、倉敷の玉泉寺にヨ1退して学問に専念した。著

作としては『宝島寺記』『松石余稿』『梵本般若経私記』『梵本阿弥陀経私記』

等がある。明和8年 {1771)70歳で入寂。遺言により生地の足守、普賢院、

円福寺を望見できる宝島寺裏の大平山偽おひらや詢山頂に埋骨された。

寂厳の書は直載 修よくさtり 簡明な書風で知られる。その書は『続日本高僧伝』

でも賞賛され、揮奎を求める書簡が宝島寺に残つている。明治の末年、自ら

も書に造詣の深かつた犬養本堂など同郷人の熱心な収集が始まり、遺墨集も

数種発刊された。慈雲・良寛こともに近世後期の桑門 (僧侶のこと)の三筆

こ称されている。

【髪参髪野 】
=霊

讐発栗手壱害蔵菫里員電椰

宝島寺にある中世の仏像。檜材の本造寄木造。

漆箔 しつば0。 現高34.2cm。 ある書薩像の頸

KO以上、天冠台以下が残つたものである。

耳の前後で矧 は)ぎ、頸部 けい耐こ胴体この間

に割頸にしてつないだもようである。内剖 Dち〈

明は比較的少なく、割目の断面はかなの厚い。

こかも玉眼を用いず、彫眼にしているところも、

鎌倉時代としては古格の手法をみせている。し

かし、頭部全体の表現はきわめて的確で、面相

は端麗と評してよく、13世紀、鎌倉時代最盛

期のまれにみる傑作である。それだけにこの像

が仏頭だけが残つていないのは惜しみて余りあ

‐ 11‐
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る。残念ながら非公開である。
自巨月x中申塗土 (倉敷市連島西野浦3198)
箆取 偽らと明神社は高梁川河□に

広がるデルタを見下ろす西之浦の

丘陵上にある。この山麓の南に亀

島新田 0鶴新田という江戸時代に

開発された地域があり、明治時代
までは倉敷市酒津の八幡山北麓で

東西に分かれた東高梁川こ西高梁

川に挟まれていた。この地は江戸

時代からたびたび洪水の被害を受

けたので、明治40年 (1907)から

大正 14年 (1925)にかけて高梁川

大改修工事が行われて酒津で東高

梁川は締め切られた。廃川地とな

《箆取神社本殿》

つた地域には、倉敷絹織物 (現クラじ)酒津工場・三菱重工水島製作所など
の工場や水島臨海鉄道が建設された。

この西之浦で生魚問屋を営んだ富島屋三宅氏は江戸時代大三宅と呼ばれ、
代々庄屋を務め、同所で米屋を営んだ三宅氏こともに鶴新田の開発にあたつ
た。西之浦には各種の間屋が軒を連ね、船の出入りも盛んだつた。
その船乗りの崇敬を受けたのが箆取神社である。無格社であるのにも関わ

らず、広大な境内に立派な社殿をもち、多くの人々の信仰を集めた。同社に
残る板額には「海若宮」とあり、寛政3年 {1791)に三宅伊左衛門が寄進した
石鳥居にも「海若宮祠前」と刻まれていることから、古くは海若宮と呼ばれ
ていたことがわかる。
箆取大権現と呼ばれるようになつたのは天保年間 (183鉾″1844場 のころから

で、祭神は大綿津見命・豊玉姫命・玉依姫命と伝えられている。寛政年間 (17

89年～180年 |)までは米屋三宅氏の寄進が多く、米屋の氏神といわれていたが、
安政年間 (1854年～1860場 からは新興の富豪福島屋の早瀬氏など船間屋の寄進が
増えている。現在の本殿は安政 5年 (1858)、 神輿庫は天保6年 {1835}、 拝殿
0祓殿・回廊・絵馬殿・社務所は明治8年 {1875)の新築である。また、参集
殿が昭和63年 (1988)に 建設された。

また、境内の一角に「神恩洪大」と刻まれた石碑がある。これは倉敷市出
身の大本教主補、出□日出麿の書で、青少年時代、当神社によく参詣してい
たここを記念し、昭和51年 (1976)11月 23日 に建碑された。石碑の高さ
は4m、 重さ35t。 四国伊祖の青石 (緑泥片岩)製で、稀有 け〕の名石こ

‐12‐



されている。

境内からは水島臨海工業地帯ガー望できる。石油イヒ学こ鉄鋼を2本柱とす

るこの重化学工業地帯は、第2次世界大戦後「農業県から工業県へ」こしヽう

スローガンのもとで企業誘致こ開発が進められた。「新産業都市の優等生」

と呼ばれる反面、公害やコンピナート災害などの課題も多い。

厄 神 社 と■薄 日城 菫 詩 碑  (倉敷市連島町西之浦)

厄神社は箆取り神社からlkm
ほと東の丘上にある。境内にはこ

の地出身の詩人薄田泣菫 にすきだきゆう

さ助の立派な詩碑がある。

疫神・厄神

"く

じ励とは病気など

の災厄を祓うために祀る神をいい、

その威を和らげ鎮める祭を疫神祭

という。平安時代には、この神を

皇居の隅に祀つたり、京都府八幡

市 仲わたいの石清水八幡 化りし″はちま励

に勧請された厄神社に参詣する信

仰があつた。東北地方に伝わる2

月8日の厄除け行事、節分の追健

《薄田泣菫詩碑》

会 りいな沿は疫神祓いの行事である。想像される疫神の姿としては、赤い革の

着物に冠をつけた女の姿こか、青ざめた白髪の老人なとが空想されてきたが、

近世になつては一般に『餓鬼草紙』に描かれているような痩身裸体 にうしんらたtり

の鬼の姿が多い。

岡山県下では備中中南部から瀬戸内沿岸にかけて、「厄神社」と呼ばれる

神社が多い。ここに成羽川流域が多く、たとえば、川上郡備中町の平川の「厄

神北」「 厄神西」はこれに因 格な}んだ地名である。また、邑久郡牛窓町紺浦

の疫神社は10月 24日の秋祭りに奉祭される唐子踊りで知られている。今

回探訪する倉敷市連島西之浦の厄神社は堂々たる社殿の構えで有名である。

詩碑は六曲屏風をかたとり、『白羊宮』の中の「ああ大和にしあらましか

ば」の陶板がはめ込まれている。

【毯身長野】 美蒙 E日 力2菫菫

(明治10年 5月 19日～昭和45年 10月 9日 [1877～ 1945])

詩人・随筆家。岡山県浅□郡連島村大江 (現倉敷市大字連島字大江)に生

まれる。本名は薄田淳介。

岡山中学校 (現岡山県立朝日高等学校)3年のとき退学し、京都での勉学

を志したが、さらに転じて上京。18歳から上野帝国図書館で独学し、詩人

‐13‐



への道をひた走つた。
明治32年 (1890大阪金尾文淵堂から第一

詩集『暮笛集 ほてきしゆ〕』を出版。新しい く絶
句〉体 (ソネツト風8・ 6調 14行詩)をが

好評を得、明治34年 (1901)の『行く春』は
初版を発売即日に売り尽くしたといわれる。
その後『小天地』『明星』『早稲田文学』なご
の誌上に作品を発表。明治36年 {1905}発表
の『二十五絃』 (春陽堂)、 明治37年発表の
{1906}『 白羊宮 はくようきゆ〕』(金尾文淵堂)は
蒲原有明・上田敏 0与謝野寛らの絶賛を受け、
島崎藤村に続く時代の先駆的詩人として認め

ミ

られた。
こくに「公孫樹下に立ちて」「ああ大和に

しあらましかばJなどは多くの詩人の愛誦さ
れるところとになつた。この「公孫樹下に立

《薄田泣菫像》

ちて」は県北那岐山書提寺の大木を歌つたものと一時思われていたが、のち
津山市長法寺の大銀杏であることが松村緑らによつて証明され、作因となつ
た竹内文子この交友も明らかにされた。
大正元年 {1912}大 阪毎日新聞社へ入社し、夕刊に「茶話」を書き始め、大

正8年 (1919に学芸部長となつてさらに随筆を書き続け、愛読された。また、
学芸部長として菊池寛、芥川龍之介を起用し、新聞連載小説に新たな局面を
広いたのも大きな功績である。大正 12年 l1923)バ ーキンソン氏病にかかり
休職。しかし、『太陽は草の香がする』『蝉 {革 )木虫魚』『猫の微笑』なと名
随筆集を毎日新聞社から出版。病苦の中から自然および人間生活を親愛の眼
で書き続けた。

昭和 19年 {1944}倉敷市に疎開、第2次世界大戦終戦の年の10月の初め
待望の生家へようや<戻つたが、すでに病は篤く、10月 9日 に没した。記
念碑は連島の厄神社境内こ津山の長法寺境内にある。

前者は昭和29年 (1954)除幕、撰文 健んも‖を日夏歌之介 0なつこうのすい、設計
は谷□吉郎、屏風形で自筆史陶板に焼きはめ込んだわが国有数の文学碑であ
る。後者は境内に2基あり、ゆかりの公孫樹の詩がそれぞれ 1節ずつ彫られ
ている。その他子供向きのものも含め著書は多いが、昭和 13年 (1938)『 薄
田泣菫全集』(7巻、創元社)が出版されている。

平 田 思 彦  (歴史民俗研究部会副部会長 )

‐14‐
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llll子

1(バ )

楚鮨 相
伏鉢

隅鮒i突起

宝珠

請花

ザt輪

伏鉢

露 1さ

斗洪 :il

勾欄

[曼
jtt IЧ

星根

反花墜

格狭間
基壇

宝五 輪 塔 宝薩印塔 塔

llrl子

llil身

層 塔 石 帽

宝珠

請花

露 11

反
花
庄

反イと

格狭間基

2!:な

竺
ユ 塔 婆 無 縫 塔 (左は11制 |、 右は重thi l)

≪石 塔 の 種 類 ≫

石塔は形状が変イしに富んでいる。ここにあげたものはあくまでも代表的なも

ので、時代性・地域性があつて微妙に異なつている。
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